
行政の窓

北海道産木製品リストの発行について

平成28年11月、道と北海道木材産業協同組合連合会（道木連）では、東京オリンピック・パラリンピッ

クにおいて道産木材の利用を図るため、道産木材・家具等の木製品を約200種類（約80社）掲載した「北海

道産木製品リスト」を作成しました。

このリストでは、各製品に、持続的な木材生産と自然環境の保全を両立させた木材を利用していること

を証明する「森林認証」や、伐採の手続きが適切に行われていることを証明する「合法木材証明」の有無

を記載しています。これにより、東京オリンピック・パラリンピックの資材調達基準を満たす製品が一目

でわかるようになっています。

道と道木連はこれまで、このリストを活用して、東京都やオリンピック組織委員会、ゼネコン等へ道産

材の活用を働きかけるとともに、地域の木を地域で活用する「地材地消」を進めるための様々なイベント

で道民の皆様へ配布してきました。

リストの発行以降、多くの木材・木製品関連企業等から追加の掲載希望が寄せられたことから、平成29

年7月には、掲載製品を約250種類（約100社）に増やした更新版を作成しました。この更新版はギターやカ

ホンといった楽器まで掲載製品の幅を広げ、参考価格も記載するなど、より情報量を増やし、便利に活用

できるように改訂しました。

【今後の展開】

現在、新国立競技場などの関連施設で木材利用が計画されており、東京オリンピック・パラリンピック

を契機とし、全国各地で木材使用の機運が広がりつつあります。

こうした中、道では関係企業や団体と連携し、平成30年1月に東京都で開催される木材関連製品の展示会

「モクコレ2018」への出展を進めており、「北海道産木製品リスト」を活用して、全国に道産木材をＰＲ

していくこととしています。

今後も好機を逃さず、道産木材の利用拡大に向けた取組を推進していきます。
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